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◆ ノーベル賞  ◆ 
 

先日ノーベル賞の発表がありました。日本人の吉野彰さんがリ

チウム電池開発の功績を認められ、化学賞を受けたことは皆さん

知っていると思います。 

ノーベル賞は、スウェーデンのノーベルという人が、ダイナマ

イトの発明で得た収益金で、社会の発展に寄与した人を表彰して

欲しいとして始まったものです。私が子どものころはノーベル賞

を受ける日本人は少なく、受賞は大事件でした。中学時代、井上

陽水の「氷の世界」という歌の中で、「いつかノーベル賞でも もらうつもりで頑張っ

てるんじゃないのか♪」という歌詞があり、努力の究極の成果として引用される程で

した。（古い話で申し訳ないです） 

もちろん現在でも大事件ではありますが、このところ毎回のように、日本人が受賞

しているように思います。それだけ、あらゆる分野において日本の潜在能力が高くな

ったと言えるのではないでしょうか。 

今回受賞した吉野さんは、子どもたちへのメッセージとして自分自身の小学生時代

の経験をふまえて「子どものころ、だれかにきっかけを与えられ、将来の道を決める時

期が必ず来ます」と言われました。吉野さんの言うように、将来就く職業のスタートが

小学生時代なのかもしれません。そのことを理解し、多くの保護者は子どもたちに様々

な習い事をさせているのでしょう。そういう意味でも小学校の時代はとても大切な時

期だと思います。 

また、与えられたきっかけをその後、実らせられるかどうかは、目標に対して、いか

に継続した努力ができるかにかかっています。そしてその継続した努力ができる力、

つまり『努力する習慣』を培うのも、多くは小学生時代だと思います。 

本校の教育目標の一つに『たくましい子どもの育成』があります。ここでいう『たく

ましさ』とは身体はもちろん、精神のことも表しています。困難な事に対しても簡単に

あきらめない心、何度でもトライするたくましさが、将来社会に出たときに必ず役立

ちます。 

ノーベル賞を受賞するような人たちは、そうした『たくましさ』が秀でているのだと

思います。 
 

～ふれあい音楽集会～ 
  



１０月２９日(火)、戸次小学校体育館で『ふれあい音楽集会』がありました。この行

事は、戸次中学校区の小中一貫教育の一つとして

行っているもので、上戸次小学校から４～６年生

が参加しました。集会の最後には、上戸次小、戸

次小、戸次中合同で“希望という名の花を”を合唱

しました。全員の歌声が一つになり、その迫力に

感動させられました。 

ラグビーのワールドカップで、出場国の国歌を歌

い、もてなすということが話題になりましたが、

音楽には人と人をつなぐ力があることを、改めて

実感することができました。 
 

上戸次・戸次小、戸次中の全体合唱 


